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研究要旨 

 2003年から 2013年 4月 30日までに当院血液外来を受診して Joint Study Predisposing Factor on 
ATL Development（JSPFAD）研究に参加した 682 名の HTLV-1 感染者（HTLV-1 キャリア、ATL
患者）の末梢血中 HTLV-1 プロウイルス量（peripheral blood HTLV-1 virus load: PVL）と可溶性
インターロイキン-2 レセプター（soluble interleukin-2 receptor: sIL-2R）値について測定した。
また、研究期間中に HTLV-1 キャリアからの ATL 発症、indolent type からの急性転化の有無に
ついて検討した。また、これらの臨床的変化の予知や同種造血幹細胞移植後の再発の予知に
PVL と sIL-2R が有用であるかどうか検討した。研究期間中に 435 名の HTLV-1 キャリアのう
ち 4 名に ATL 発症がみられた（くすぶり型 2 名、急性型 2 名）。Indolent type からの急性転化
例 22 名と急性型発症の 2 名の計 24 名の検討では、進行前と急性型 ATL 発症または急性転化
時で、sIL-2R は有意に上昇したが、PVL は前後で差がなかった。一方、移植前後で sIL-2R と
PVL の経過を追えた例は 20 名で、そのうち移植後再発した 3 例では、sIL-2R、PVL ともに上
昇した。HTLV-1 感染者の sIL-2R と PVL のモニタリングは、ATL の発症や再発の予知に有用
と思われた。 

Ａ.研究目的 
 ヒト T 細胞白血病ウイルス I 型（human T cell 
leukemia virus type I : HTLV-1)は、成人 T 細胞白
血病-リンパ腫（adult T-cell leukemia-lymphoma: 
ATL）の原因ウイルスであり、この HTLV-1 キ
ャリアの一部から長期間の潜伏期間の後、ATL
が発症する。また、末梢血中 HTLV-1 プロウイ
ルス量（peripheral blood HTLV-1 virus load: 
PVL）が多いことが、ATL 発症のリスク因子の
一つとして報告されている。 
また、血清中の可溶性インターロイキン-2

レセプター（ soluble interleukin-2 receptor: 
sIL-2R）値は、ATL 患者の腫瘍マーカーとして
診断や経過中の再発の補助診断に有用とされ
ている。 

今回、当院で HTLV-1 外来を受診した
HTLV-1 感染者で、キャリアからの ATL 発症、
indolent type からの急性転化例、ATL 患者の造
血幹細胞移植施行例に着目して、PVLや sIL-2R
の測定が有用であるかどうかの検討を加えた。 
 
Ｂ.研究方法 
 対象は、2003年から2013年4月30日までに当
院血液外来を受診してJoint Study Predisposing 
Factor on ATL Development（JSPFAD）研究に参
加した682名のHTLV-1感染者とした。 
 方法: sIL-2R値とリアルタイムPCR法で測定
したPVLを解析した。特に、今回はHTLV-1キ
ャリアからのATL発症例、くすぶり型・慢性型

などのindolent typeからの急性転化例、同種造血
幹細胞移植施行例のSIL-2RとPVLの推移につ
いて検討を加えた。 
 
（倫理面への配慮） 
 HTLV-1 感染者（HTLV-1 キャリアおよび ATL
患者）は、多くの場合不安を抱いており、心理
的な面に十分に配慮して説明を行い、同意を取
得した。 
 
Ｃ.研究結果 
 JSPFAD 研究に参加した HTLV-1 感染者は
682 名で、HTLV-1 キャリアが 435 名、ATL 患
者が243名、HTLV-1関連脊髄症4名であった。
累計登録件数は、2141 件であった（図 1A）。1
年間の新規登録は平均 66 名で、累計登録人数
は 682 名(1 年間の平均は 209 件)であった。研
究期間内の 1 名あたりの sIL-2R と PVL 測定回

数は、平均 3.2 回（図 1B）であった。 
 



  HTLV-1 キャリア 435 名と ATL 患者 243 名の
年齢の中央値は、57.5歳（18-86）、63歳（31-87）、
性別（男性/女性）では、172 名/263 名、120
名/123 名、PVL の平均値は、1.36 コピー/100
末梢血単核細胞(PBMC)(0-116)、17.2 コピー
(0-368）、sIL-2R の平均値は、432 U/ml（109- 
35300）、1750 U/ml（166-275000）であった。 

HTLV-1 キャリア 435 名のうち 4 名が ATL を
発症した。ATL の臨床病型は、くすぶり型 2
名、急性型 2 名であった。また、くすぶり型
ATL から 9 名、慢性型 ATL から 13 名の計 22
名が研究期間中に急性転化した。 
研究期間中に急性転化した 22 名を含み急性

型 ATL になった 24 名の sIL-2R と PVL の推移
では、進行前と急性型 ATL 発症または転化時
で、sIL-2R は有意に上昇したが、PVL は前後

で差がなかった（図 2A, B）。 
 
本研究に参加した ATL 患者で同種造血幹細

胞移植を施行したのは 46 名で、移植前後で
sIL-2Rと PVLの経過を追えた例は 20名であっ
た。移植後 PVL が感度以下になったのは 12 名
（24 検体）であり、化学療法後の寛解例では 1
例も感度以下になった例はみられなかった。ま

た、移植後再発した 3 例では、sIL-2R、PVL と
もに上昇した（図 3A, B）。 
 
Ｄ.考察 
 過去 10 年間に当科で JSPFAD 研究に参加し
た HTLV-1 感染者 682 名の PVL と sIL-2R の推
移と臨床的変化について検討を加えた。 
 HTLV-1 キャリア 435 名中 4 名が観察期間中
ATL を発症した（くすぶり型 2 名、急性型 2
名）。ATL 発症は、435 名中 4 名（1.0%）で、

高頻度ではなかったが、観察期間が短い可能性
と夫婦間感染などの ATL 発症低リスク群の割
合が高かった可能性が考えられる。また、くす
ぶり型や慢性型などの indolent typeからの急性
転化は 22 名と高頻度にみられた。 
 HTLV-1キャリアから急性型 ATL発症の 2名
と indolent type から急性転化した 22 名を合わ
せた 24 名の解析では、進行前と急性型 ATL 時
点で、sIL-2R は有意に上昇したが、PVL は前
後で差はなく、ATL 発症や急性転化の予測に
は、sIL-2R が重要な意義を持つことが考えら
れる。しかしながら、sIL-2R 値は、腎機能や
その他の T 細胞の活性化にも影響を受けるの
で、その意義付けにおいては臨床的な他の因子
を含め総合的に行う必要がある。 
 同種造血幹細胞移植例では、化学療法で寛解
が得られた例と異なり、PVL が検出感度以下
になる例が多く、同種造血幹細胞移植は、ATL
細胞とともにHTLV-1感染細胞の制御に有効で
ある可能性が示唆された。さらに移植後の再発
例においては、再発前に sIL-2 と PVL ともに上
昇が確認され、これらの両検査は ATL 再発の
予知に有用である。 
 いずれにしても、HTLV-1 感染者の sIL-2R と
PVL の測定は、ATL 発症や ATL 治療後の再発
の予知に有用であり、PVL の測定方法の標準
化とともに保険承認が望まれる。 
  
Ｅ.結論 
 HTLV-1 感染者の sIL-2R と PVL のモニタリ
ングは、ATL の発症や再発の予知に有用と思
われた。 
 
Ｆ.健康危険情報 
 なし 
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